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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

小ギクは仏花として使用されることが多く、需要期である８月盆や９月彼岸にどの程度開花す

るか予測が可能となれば、販売戦略を立てる上で大きなメリットとなる。そこで、花蕾径を２回

計測することによって開花日を予測する手法を開発した。 

                                                                                                                         

（１） 開花予測の方法を図１に示す。頂花の花蕾径が３ mm を超えたら、個体ごとに１週間程度

間隔を空けて花蕾径を２回計測する。 

（２） 花の舞は、着色時の花蕾径（以下、着色径）の年次・ほ場間のばらつきが小さいことから（表

1）、花蕾径計測による予測と実績の平均開花日の差が１日となり、精度の高い開花予測が

できた（表 2）。 

（３） 小ギクの花蕾は、大きさが約３ mm を超えた頃から着色時までは一定の速度で肥大する。

このことから、品種固有の着色径を把握できれば、肥大速度を算出することで開花時期が予

測できる。 

 

２ 期待される効果 

（１） 出荷団体等が精度の高い収穫見込み情報を市場などへ提供することが可能となる。 

 

３ 適用範囲 

（１） 小ギク産地 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 着色径の年次・ほ場間のばらつきが大きく開花予測精度が低い品種もある。 

（２） 頂花蕾が肥大せず、側枝の花蕾が先に開花する品種は開花予測に適さない。 

（３） 株式会社インテックが開発中である Web 上のシステム「キクの計画生産・出荷管理シス

テム」（2021 年以降の商品化を検討中）に花蕾径を入力することにより、簡単に開花予測

結果を収穫見込み情報として得ることができる。なお、システムの全体のプログラム等に

ついては株式会社インテックが特許を取得済みで、システムのうち花蕾径による開花予測

プログラムについても 2021 年 10 月に特許を出願。  



Ⅱ 具体的データ等 

 
図１ 開花予測の流れ 

 

    表 1 各品種の平均着色径         表２ 平均開花日の比較 
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計測地：生産者ほ場（福島市） 

計測個体：60 個体のうち花蕾径が 3ｍｍを超えているもの 

計測地：ほ場１および２ 生産者ほ場（福島市） 

    ほ場３ 農業総合センター（郡山市） 

品種 年度 ほ場
平均着色径

（mm）

最大－最小値の

差（mm）

1 9.6
2019 2 9.5

3 9.3
1 9.3

2020 2 9.4
3 9.4
1 8.8

2019 2 8.8
3 9.4
1 9.3

2020 2 9.3
3 9.2

花の舞

（赤）
0.3

やひこ

（黄）
0.6

平均開花日 差 平均開花日 差

予測 7/21 7/31

実績 7/22 7/27

予測 7/25 7/31

実績 7/24 7/29

予測 7/21 7/28

実績 7/22 7/27

花の舞 やひこ花蕾計測日

品種
平均開花日

の算出方法

7/1-8 -1 4

7/8-15 1 2

 7/1   -   15 -1 1


